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喜
多
村
筍
庭
の
 
『
轄
遊
笑
覧
』
 
（
文
政
一
三
＝
一
八
三
〇
年
成
立
）
 
が
 
 

有
す
る
資
料
的
価
値
は
、
い
ま
さ
ら
多
言
を
要
し
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
 
 

社
会
史
で
あ
れ
、
文
化
史
で
あ
れ
、
言
語
史
で
あ
れ
、
多
く
の
実
り
を
期
 
 

待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
昨
二
〇
〇
二
年
に
は
岩
波
文
庫
か
ら
著
者
自
筆
 
 

本
の
翻
刻
が
刊
行
さ
れ
始
め
た
。
今
後
一
層
多
方
面
で
利
用
さ
れ
て
い
く
 
 

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
書
の
特
徴
の
一
つ
は
、
全
編
こ
れ
引
用
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
、
 
 

記
紀
万
葉
か
ら
近
世
の
随
筆
類
に
ま
で
及
ぶ
、
古
今
の
文
献
か
ら
の
博
引
 
 

傍
証
ぶ
り
に
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
目
的
で
あ
れ
、
『
轄
遊
笑
覧
』
を
利
用
 
 

す
る
う
え
で
は
、
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
た
の
か
、
引
用
に
誤
り
 
 

は
な
い
か
、
な
ど
そ
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
が
不
可
欠
で
あ
 
 

る
。
あ
る
い
は
、
ど
こ
ま
で
が
引
用
で
、
ど
こ
が
筆
者
の
言
な
の
か
明
確
 
 

に
判
別
で
き
な
い
箇
所
も
ま
ま
あ
り
、
そ
の
確
定
も
欠
か
せ
な
い
。
本
資
 
 

料
の
引
用
文
献
全
体
を
見
通
す
こ
と
が
ま
ず
は
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
小
論
 
 

『
嬉
遊
笑
覧
』
 
が
引
用
す
る
 
『
衣
食
住
の
記
』
 
 

は
そ
れ
に
賀
す
る
た
め
に
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
一
つ
の
引
用
文
献
に
つ
き
、
 
 

調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

二
 
 

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
本
資
料
が
引
用
す
る
『
衣
食
住
の
記
』
と
 
 

い
う
文
献
で
あ
る
。
『
衣
食
住
の
記
』
 
（
原
文
で
は
「
衣
食
住
の
記
」
ぁ
る
 
 

い
は
「
衣
食
住
記
」
と
表
記
さ
れ
る
）
の
引
用
は
、
「
居
処
」
「
服
飾
」
「
飲
 
 

食
」
「
茶
」
に
わ
た
っ
て
二
十
一
箇
所
に
の
ぼ
る
。
 
 
 

『
衣
食
住
の
記
』
と
は
い
か
な
る
文
献
か
。
『
国
書
総
目
録
』
『
古
典
籍
 
 

総
合
目
録
』
 
に
は
該
当
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
喜
多
村
箔
庭
の
注
 
 

記
に
よ
る
と
、
「
作
者
を
し
ら
ず
天
明
の
今
六
十
余
歳
と
あ
り
」
（
次
節
の
 
 

A
参
照
）
「
享
保
初
よ
り
天
明
に
至
る
六
十
余
歳
の
人
の
記
な
り
」
（
次
節
 
 

の
H
l
参
照
）
と
あ
り
、
天
明
期
（
一
七
八
一
～
一
七
人
九
）
 
に
成
っ
た
 
 

随
筆
と
は
判
明
す
る
が
、
そ
れ
以
上
は
不
明
で
あ
る
。
 
 
 

小
論
は
そ
の
不
明
部
分
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
 
 

あ
る
。
結
論
を
い
え
ば
『
衣
食
住
の
記
』
と
は
越
智
久
為
著
と
さ
れ
る
『
反
 
 
 

吉
 
 

夫
 
 



古
染
』
と
推
定
で
き
る
。
『
反
古
染
』
は
国
会
図
書
館
等
数
箇
所
に
写
本
 
 

が
存
す
る
。
『
続
燕
石
十
種
』
に
翻
刻
が
あ
り
、
目
に
触
れ
に
く
い
も
の
 
 

で
は
な
い
。
 
 

三
 
 
 

以
下
に
『
嬉
遊
笑
覧
』
の
『
衣
食
住
の
記
』
引
用
箇
所
と
、
『
反
古
染
』
 
 

の
該
当
す
る
箇
所
を
対
照
さ
せ
る
。
『
嬉
遊
笑
覧
』
は
『
日
本
随
筆
大
成
 
 

別
巻
』
（
吉
川
弘
文
館
一
九
七
九
年
二
月
）
に
、
『
反
古
染
』
は
『
続
燕
 
 

石
十
種
 
第
一
巻
』
（
中
央
公
論
社
一
九
八
〇
年
五
月
）
に
よ
る
。
A
、
 
 

B
等
の
ラ
テ
ン
大
文
字
は
『
嬉
遊
笑
覧
』
を
、
a
、
b
等
の
ラ
テ
ン
小
文
 
 

字
は
『
反
古
染
』
を
示
す
。
D
l
、
D
2
の
よ
う
に
続
き
番
号
が
付
さ
れ
 
 

て
い
る
の
は
、
『
培
遊
笑
覧
』
 
に
お
い
て
連
続
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
 
 

た
だ
し
d
l
、
d
2
等
は
D
l
、
D
2
等
に
対
応
す
る
箇
所
で
あ
っ
て
、
 
 

d
l
、
d
2
が
『
反
古
染
』
に
お
い
て
連
続
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
『
嬉
 
 

遊
笑
覧
』
の
『
衣
食
住
の
記
』
引
用
文
中
で
『
反
古
染
』
と
異
な
る
語
句
 
 

に
は
波
線
を
付
し
た
。
ま
た
『
反
古
染
』
中
の
『
嬉
遊
笑
覧
』
引
用
の
『
衣
 
 

食
住
の
記
』
と
一
致
す
る
部
分
に
は
傍
線
を
付
し
た
。
 
 

A
 
 

「
衣
食
住
の
記
」
雛
柏
用
鮎
げ
絹
の
享
保
の
中
頃
迄
諸
侯
大
夫
の
殿
門
 
 

表
長
屋
の
屋
根
の
厚
さ
五
寸
七
寸
の
こ
け
ら
茸
、
棟
に
は
瓦
を
置
 
 

き
鳥
飛
と
云
ふ
木
を
渡
し
井
筒
に
天
水
桶
を
入
れ
火
敵
を
添
へ
屋
 
 

つ
が
ひ
の
き
 
 

根
に
上
置
き
腰
板
は
栂
櫓
の
節
な
し
き
ら
び
や
か
な
り
し
に
、
 
 

度
々
の
火
災
ゆ
え
用
心
の
為
に
と
て
瓦
屋
根
に
造
り
替
腰
板
も
腰
 
 

瓦
に
か
は
れ
り
〔
割
註
〕
江
戸
町
々
に
火
見
や
ぐ
ら
出
来
長
屋
の
 
 

を
こ
ら
し
、
塗
崖
道
り
に
替
り
し
故
、
人
々
安
堵
の
思
ひ
に
任
す
、
 
 

（
二
一
八
ペ
ー
ジ
上
段
）
 
 
 

a
の
傍
線
部
分
を
つ
な
げ
ば
ほ
ぼ
A
に
な
る
。
〔
割
註
〕
部
分
は
編
者
 
 

喜
多
村
笥
庭
の
言
で
あ
る
。
以
下
の
〔
割
註
〕
部
分
も
、
K
を
除
い
て
は
 
 

同
様
。
A
の
波
線
部
分
「
瓦
葺
き
と
な
り
」
は
a
の
「
御
旗
本
方
よ
り
」
 
 

か
ら
「
段
々
工
風
を
こ
ら
し
」
ま
で
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

a
 
 B

 
 
 屋
根
に
用
る
板
、
是
も
前
の
記
に
屋
根
板
は
元
文
の
末
よ
り
杉
を
 
 
 

壁
に
瓦
を
用
る
事
此
時
な
る
べ
し
。
」
又
云
小
屋
敷
町
屋
な
ど
は
 
 

堀
売
を
屋
根
へ
あ
げ
軒
に
貝
留
を
板
に
て
打
〔
割
註
〕
新
見
老
人
 
 

の
「
昔
々
物
語
」
に
、
昔
は
江
戸
中
に
蠣
尭
茸
四
五
軒
な
ら
で
は
 
 

見
ず
、
近
年
は
大
か
た
蠣
尭
茸
と
な
る
と
享
保
十
七
年
に
か
く
い
 
 

享
保
の
中
頃
迄
、
諸
侯
大
夫
の
殿
門
、
表
長
屋
の
屋
根
は
、
厚
さ
 
 

災
故
、
火
の
用
心
の
た
め
と
て
、
瓦
屋
根
に
造
り
替
、
 
 

軒
へ
貝
留
を
板
に
て
打
、
屋
根
は
一
面
に
蛎
殻
に
て
、
時
な
ら
ぬ
 
 

瓦
に
替
り
、
 
 

は
、
栂
、
櫓
の
節
な
し
、
き
ら
び
や
か
に
あ
り
し
が
、
度
々
の
火
 
 

し
、
井
筒
に
て
水
桶
を
入
、
 
 

五
寸
七
寸
の
こ
け
ら
茸
、
棟
に
は
瓦
を
置
、
鳥
飛
と
云
木
を
渡
 
 
 

雪
の
気
色
也
し
に
、
尚
も
火
の
用
心
と
て
、
御
旗
本
方
よ
り
町
屋
 
 

敷
迄
も
、
瓦
拝
借
と
云
事
に
て
、
御
金
を
御
惜
し
被
下
、
夫
よ
り
 
 

不
残
瓦
茸
、
桟
瓦
、
丸
瓦
桧
皮
葺
、
並
瓦
市
松
ぶ
き
、
段
々
工
風
 
 

へ
り
。
」
尚
も
火
用
心
に
瓦
茸
と
な
り
塗
屋
造
り
 
 

（
巻
一
上
（
居
処
）
別
巻
7
 
八
七
・
八
八
ペ
ー
ジ
）
 
 

小
屋
舗
、
町
屋
敷
な
ど
は
、
蛎
殻
を
屋
根
へ
上
げ
、
 
 

火
敦
を
添
、
屋
根
に
上
置
、
腰
板
 
 

に
替
れ
り
云
々
 
 

2  



C
 
 

b
 
 

成
り
ぬ
、
瓦
下
に
は
杉
皮
茸
を
用
ゆ
、
（
二
一
八
ペ
ー
ジ
下
段
）
 
 
 

B
は
A
に
近
接
し
た
箇
所
で
「
前
の
記
」
は
「
衣
食
住
の
記
」
を
指
す
。
 
 

B
、
b
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
 
 

ヘ
ギ
 
 

片
出
し
月
役
と
云
も
の
こ
れ
有
り
、
こ
け
ら
茸
の
下
地
に
用
ひ
し
 
 

が
是
も
同
頃
よ
り
特
用
広
ご
ま
ひ
と
い
ふ
も
の
を
工
夫
し
出
し
月
 
 

役
は
な
く
成
り
ぬ
、
瓦
下
に
は
杉
皮
茸
を
用
云
々
 
〔
割
註
〕
広
こ
 
 

ま
ひ
此
時
始
て
出
来
し
物
に
は
非
ず
後
を
見
よ
。
」
 
（
巻
一
上
（
居
 
 

処
）
 
別
巻
7
 
八
九
ペ
ー
ジ
）
 
 

も
同
頃
よ
り
、
広
こ
ま
ひ
と
云
物
を
工
夫
仕
出
し
、
月
役
は
な
く
 
 

出
し
、
月
役
と
言
物
有
て
、
こ
け
ら
茸
の
下
地
に
用
ひ
し
が
、
是
 
 

屋
根
板
も
堪
楯
成
り
し
が
、
元
文
の
末
よ
り
、
杉
を
屋
根
板
に
片
 
 

「
衣
食
住
」
の
記
と
い
ふ
も
の
に
、
享
保
迄
は
肩
衣
広
か
ら
ず
元
 
 

文
の
頃
よ
り
横
麻
の
か
た
衣
広
く
な
り
、
鯨
ひ
げ
を
入
れ
肩
を
一
 
 

文
字
に
仕
立
小
舟
に
帆
か
け
た
る
如
く
、
地
合
も
享
保
元
文
迄
は
 
 

目
す
き
ば
り
と
て
し
や
ん
と
し
て
昔
な
き
や
う
に
粘
か
げ
ん
を
好
 
 

み
し
に
、
明
和
の
頃
よ
り
粘
強
く
紙
の
ぼ
り
の
如
く
な
れ
り
、
袴
 
 

マ
ナ
 
 

も
武
家
と
町
屋
は
違
ひ
裾
を
下
げ
た
る
を
ば
町
人
仕
立
と
卑
し
め
 
 

し
に
天
明
の
頃
は
町
人
の
様
に
仕
立
急
に
馬
に
乗
る
こ
と
成
が
た
 
 

し
 
 

○
つ
ぎ
上
下
な
ど
は
享
保
迄
は
甚
の
略
服
に
て
、
暖
気
の
時
な
ど
 
 

着
用
し
冬
は
決
し
て
用
ひ
ざ
り
し
、
元
文
の
末
御
役
人
平
日
は
染
 
 

上
下
に
不
及
、
つ
ぎ
上
下
小
紋
縞
類
取
交
用
候
様
と
あ
り
て
よ
り
、
 
 

押
並
て
つ
ぎ
上
下
着
用
に
な
り
し
、
天
明
の
今
は
歴
々
も
極
寒
に
 
 

上
下
着
用
に
成
り
し
、
安
永
、
天
明
の
今
は
、
御
歴
々
も
、
極
寒
 
 

に
継
上
下
を
被
為
召
也
、
（
二
一
三
ペ
ー
ジ
上
段
・
下
段
）
 
 
 

C
の
『
反
古
染
』
で
は
「
仕
立
、
肩
衣
広
か
ら
ず
」
が
享
保
ま
で
の
特
 
 

徴
で
あ
る
こ
と
が
前
か
ら
の
文
脈
の
支
え
で
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
 
 

支
え
を
も
た
な
い
引
用
で
は
意
味
不
明
と
な
る
の
で
、
C
で
は
波
線
部
「
享
 
 

保
迄
は
」
を
補
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
は
ほ
ほ
同
文
で
あ
る
。
 
 

D
l
 
「
衣
食
住
記
」
に
、
享
保
の
頃
ま
で
も
絹
紬
羽
二
重
、
色
は
浅
黄
 
 

も
え
ぎ
す
み
る
茶
な
ど
の
股
引
ま
た
は
脚
半
な
り
し
が
、
宝
暦
の
 
 

ヽ
′
ヽ
′
 
 

頃
よ
り
パ
ッ
チ
流
行
お
納
戸
茶
、
明
和
の
頃
よ
り
茶
色
に
替
り
股
 
 

引
脚
半
は
廃
り
、
武
家
町
人
等
等
し
く
パ
ッ
チ
尻
つ
ま
げ
専
ら
な
 
 

り
。
（
巻
二
上
 
（
服
飾
）
別
巻
7
 
ニ
ー
九
ペ
ー
ジ
）
 
 
 

C
 
 

き
様
に
粘
か
げ
ん
を
好
し
に
、
明
和
の
頃
よ
り
、
安
永
、
天
明
の
 
 

仕
立
、
武
家
、
町
人
と
は
殊
之
外
違
、
武
家
は
櫓
を
下
げ
た
る
を
 
 
 

享
保
、
元
文
の
頃
は
、
目
す
き
張
と
て
、
し
や
ん
と
し
て
、
音
な
 
 
 

鯨
の
髭
を
入
、
肩
を
一
文
字
に
仕
立
、
小
舟
に
帆
掛
た
る
如
く
、
 
 

仕
立
、
肩
衣
広
か
ら
ず
、
元
文
の
頃
よ
り
、
横
麻
の
肩
衣
、
広
く
 
 

ば
、
町
人
仕
立
と
て
卑
し
め
し
に
、
天
明
の
頃
、
袴
の
仕
立
町
人
 
 

頃
は
、
粘
こ
わ
く
、
紙
幅
の
如
く
、
享
保
、
元
文
の
頃
は
、
袴
の
 
 

用
ら
る
と
あ
り
（
巻
二
上
 
（
服
飾
）
別
巻
7
 
二
〇
三
ペ
ー
ジ
）
 
 

用
せ
ず
、
元
文
の
末
、
御
役
人
染
上
下
に
不
及
、
平
日
は
継
上
下
 
 

に
も
、
小
紋
、
絹
類
取
交
着
用
候
様
被
仰
出
、
夫
よ
り
押
並
、
継
 
 

の
頃
、
甚
の
略
服
に
て
、
暖
み
の
時
分
杯
着
用
、
冬
杯
は
決
而
着
 
 

の
如
く
、
急
に
馬
に
乗
事
な
ら
ず
、
（
中
略
）
 
継
上
下
は
、
享
保
 
 3

 
 



d
2
 
裁
着
は
武
士
の
着
る
事
に
て
有
し
が
、
踏
込
と
い
ふ
物
流
行
出
 
 

D
2
 
同
記
又
云
、
立
つ
け
は
武
家
の
着
る
事
に
て
有
り
し
が
踏
込
と
い
 
 

ふ
物
は
や
り
出
て
、
元
文
の
末
よ
り
立
つ
け
は
下
等
の
も
の
ゝ
き
 
 

る
物
に
な
り
し
、
さ
れ
ど
も
御
番
方
の
衆
は
古
法
放
か
踏
込
に
括
 
 

る
紐
を
付
置
入
用
の
節
は
立
付
に
な
る
や
う
に
仕
立
用
る
な
り
、
 
 

初
め
は
股
引
脚
半
と
二
物
な
り
し
を
其
後
の
べ
付
に
掃
へ
ボ
タ
ン
 
 

か
け
の
股
引
と
な
り
し
も
、
象
渡
り
し
後
は
象
股
引
と
て
ボ
タ
ン
 
 

が
け
は
廃
る
 
（
巻
二
上
 
（
服
飾
）
 
別
巻
7
 
二
一
九
ペ
ー
ジ
）
 
 

た
ち
つ
け
 
 

は
す
た
り
、
武
家
、
町
人
、
等
し
く
ば
つ
ち
、
尻
つ
ま
げ
専
ら
 
 

卑
（
二
一
四
ペ
ー
ジ
下
段
）
 
 
 

d
l
の
「
縮
緬
」
「
花
色
」
が
D
l
で
「
絹
紬
」
「
茶
色
」
と
な
っ
て
い
 
 

る
の
を
除
け
ば
ほ
ほ
同
文
で
あ
る
。
 
 

d
 
l
 
 

象
渡
り
し
後
は
、
象
股
引
と
て
、
牡
丹
掛
は
止
む
。
（
二
一
五
ペ
ー
 
 
 

ジ
上
段
）
 
 

「
下
等
」
と
「
下
輩
」
 
（
四
節
参
照
）
、
「
廃
る
」
と
「
止
む
」
と
い
っ
 
 

半
と
二
物
成
し
が
、
其
後
、
延
付
に
掃
へ
、
牡
丹
掛
の
股
引
も
、
 
 

然
共
、
御
番
方
の
衆
、
古
法
政
か
、
踏
込
に
結
り
紐
を
付
置
、
入
 
 

用
の
節
、
裁
着
に
成
る
様
に
仕
立
用
る
な
り
、
初
は
、
股
引
、
脚
 
 
 

行
、
御
納
戸
茶
、
明
和
の
頃
よ
り
、
花
色
に
変
り
、
股
引
、
脚
半
 
 

杯
の
股
引
、
又
は
脚
半
也
し
が
、
宝
暦
の
頃
よ
り
、
ぱ
つ
ち
流
 
 
 

享
保
の
頃
、
縮
緬
、
羽
二
重
、
色
は
浅
黄
、
も
へ
ぎ
、
す
み
る
茶
 
 

て
、
元
文
の
末
よ
り
、
裁
着
は
下
輩
の
者
の
着
る
物
に
成
り
し
、
 
 

た
語
句
の
差
異
を
除
け
ば
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
 
 

F
 
 
 

E
 
 

e
 
 

丹
後
専
ら
也
、
（
ニ
ー
四
ペ
ー
ジ
下
段
）
 
 

2
の
傍
線
部
を
つ
な
げ
ば
ほ
ほ
E
の
文
に
な
る
。
 
 

「
衣
食
住
記
」
元
文
ご
ろ
頭
巾
し
こ
ろ
を
付
、
し
こ
ろ
の
端
に
ボ
タ
 
 

ン
を
付
顔
を
覆
ふ
、
是
を
覆
面
頭
巾
と
号
し
異
名
を
と
う
も
か
う
 
 

覆
ひ
、
是
を
ふ
く
面
の
頭
巾
と
号
し
、
異
名
を
ど
ふ
も
か
ふ
も
と
 
 

も
と
い
ふ
、
刺
せ
ら
れ
て
止
と
云
り
。
（
巻
二
上
「
服
飾
」
別
巻
 
 

7
 
二
二
八
・
二
二
九
ペ
ー
ジ
）
 
 

綿
の
か
す
り
織
、
芭
蕉
布
、
葛
布
、
御
歴
々
は
、
享
保
の
頃
よ
 
 

木
綿
花
色
、
武
家
、
町
人
一
同
に
、
半
合
羽
に
成
る
、
其
後
、
木
 
 
 

木
綿
合
羽
、
元
文
の
頃
迄
は
、
武
家
は
、
紺
、
黒
の
半
合
羽
成
り
 
 

言
也
、
御
触
有
之
止
む
、
（
二
一
四
ペ
ー
ジ
下
段
）
 
 
 

り
、
羅
紗
、
羅
背
板
、
宝
暦
の
頃
よ
り
、
異
境
泊
、
七
子
織
、
黒
 
 

「
衣
食
住
記
」
木
綿
合
羽
元
文
頃
迄
は
武
家
は
相
異
の
半
合
羽
な
 
 

り
し
が
、
町
人
は
紺
花
色
小
倉
織
肥
後
木
綿
な
ど
の
長
合
羽
、
元
 
 

文
の
頃
武
家
も
長
合
羽
に
な
る
、
其
後
木
綿
の
か
す
り
織
芭
蕉
布
 
 

葛
布
、
歴
々
は
享
保
頃
よ
り
羅
紗
羅
脊
板
、
宝
暦
の
頃
よ
り
異
境
 
 

拍
七
子
織
黒
丹
後
等
な
り
（
巻
二
上
 
（
服
飾
）
 
別
巻
7
 
二
二
四
 
 

ペ
ー
ジ
）
 
 

元
文
の
頃
よ
り
し
こ
ろ
を
付
、
し
こ
ろ
の
端
に
牡
丹
を
付
、
顔
を
 
 

羽
、
元
文
の
頃
、
武
家
も
長
合
羽
に
成
る
、
宝
暦
の
頃
、
織
色
の
 
 

し
が
、
町
人
は
、
紺
花
色
、
小
倉
織
、
肥
後
木
綿
な
ぞ
の
長
合
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H
l
 
O
「
衣
食
住
記
」
 
 

g
 
 

G   

ぼ
う
し
、
御
堂
わ
た
、
一
向
ぼ
う
し
と
も
言
り
、
（
二
一
六
ペ
ー
 
 

ジ
上
段
・
下
段
）
 
 

ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
 
 

異
同
は
「
制
せ
ら
れ
て
」
と
「
御
触
有
之
」
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
 
 

あ
り
、
今
そ
の
大
略
を
録
す
。
享
保
の
頃
は
小
袖
の
仕
立
丈
長
か
 
 

ら
ず
、
丸
袖
に
て
袖
口
に
こ
よ
り
は
り
が
ね
を
入
て
芥
子
ぐ
ゝ
り
 
 

に
し
や
ん
と
縫
立
、
袖
ぐ
り
果
す
み
る
茶
ゆ
き
は
短
し
、
染
色
は
 
 

黒
と
び
里
ご
び
茶
ぎ
ん
す
、
竹
な
ど
な
り
、
元
文
の
頃
丈
長
く
袖
 
 

な
く
か
ぶ
り
物
は
止
む
、
安
永
の
頃
よ
り
、
そ
ろ
く
と
、
御
堂
 
 

は
、
女
の
か
ぶ
り
物
な
し
に
出
あ
り
く
事
な
か
り
し
に
、
い
つ
と
 
 

し
、
御
高
祖
頭
巾
、
夫
よ
り
む
き
つ
ら
に
成
た
り
、
元
文
の
頃
迄
 
 

し
、
浅
黄
ぼ
う
し
、
白
練
に
紅
裏
ぼ
う
し
、
宝
暦
の
頃
、
黒
ぼ
う
 
 

わ
た
、
瀬
川
わ
た
、
其
後
、
縮
緬
、
羽
l
一
重
、
む
ら
さ
き
ぼ
う
 
 

「
衣
食
住
記
」
に
、
元
文
の
頃
迄
は
綿
ぼ
う
し
丸
わ
た
舟
わ
た
瀬
 
 

川
わ
た
、
其
後
ち
り
め
ん
羽
二
重
紫
ぼ
う
し
浅
黄
ほ
う
し
白
練
に
 
 

紅
裏
ほ
う
し
、
宝
暦
の
こ
ろ
黒
ば
う
し
お
高
祖
頭
巾
、
そ
れ
よ
り
 
 

む
き
つ
ら
に
な
り
た
り
、
元
文
頃
ま
て
は
女
の
か
ぶ
り
物
な
し
に
 
 

出
あ
り
く
こ
と
な
か
り
し
に
い
つ
と
な
く
か
ぶ
り
も
の
は
止
み
、
 
 

安
永
の
頃
よ
り
そ
ろ
く
と
御
堂
ほ
う
し
御
堂
わ
た
一
向
ぼ
う
し
 
 

共
い
へ
り
と
あ
り
。
（
巻
二
上
（
服
飾
）
別
巻
 
二
三
五
ペ
ー
ジ
）
 
 

同
く
か
ぶ
り
物
は
、
元
文
の
頃
迄
は
、
綿
ぼ
う
し
、
丸
わ
た
、
上
 
 

琵
鯛
鋸
卵
錆
翫
ほ
帰
男
女
 
 

衣
服
流
行
の
染
色
悉
々
く
 
 

h
 
l
 
 

宝
暦
の
頃
、
（
御
納
戸
茶
、
千
歳
茶
、
煤
竹
、
明
和
の
頃
、
 
 
 

頃
ま
で
郡
内
丹
後
八
丈
上
田
の
類
な
り
、
享
保
に
は
八
丈
は
甚
少
 
 

く
八
反
が
け
な
ど
も
あ
り
し
か
ど
中
人
以
下
は
着
る
こ
と
あ
た
は
 
 

ず
、
た
ま
〈
あ
る
も
黄
八
丈
無
地
又
は
横
島
ば
か
り
な
り
し
に
、
 
 

段
々
は
や
り
出
て
竪
じ
ま
格
子
と
び
色
黒
手
好
み
に
随
ひ
織
わ
た
 
 

す
、
昔
の
菊
多
す
り
な
ど
は
小
切
も
見
え
ず
、
又
真
の
色
は
浅
黄
 
 

白
萌
黄
す
み
る
茶
な
り
し
が
、
元
文
ご
ろ
里
で
っ
ら
煤
竹
、
宝
暦
ご
 
 

ろ
御
納
戸
茶
千
歳
茶
、
明
和
に
紅
の
か
く
し
裏
額
う
ら
、
安
永
天
 
 

明
の
初
め
花
色
も
え
ぎ
色
の
昔
に
か
へ
る
 
（
巻
二
上
（
服
飾
）
別
 
 

巻
7
 
二
五
人
二
一
五
九
ペ
ー
ジ
）
 
 

享
保
の
半
頃
、
小
袖
の
 
 

ん
、
煤
竹
、
元
文
の
頃
、
 
 

安
永
天
明
青
茶
小
紋
菊
多
摺
そ
 
 

妻
あ
ら
れ
万
字
南
京
染
さ
ら
さ
染
、
明
和
の
頃
古
手
が
へ
し
鹿
子
、
 
 

文
に
あ
ふ
ぎ
や
染
上
代
ぞ
め
豊
後
絞
市
松
染
、
宝
暦
こ
ろ
入
子
稲
 
 

ば
悉
く
挙
が
た
し
、
 
 

喜
ノ
ヽ
ノ
 
 

ぼ
う
ふ
り
あ
ら
れ
輪
違
ひ
、
 
 

少
し
大
く
御
服
袖
口
と
て
針
か
ず
少
く
縫
、
ゆ
き
長
く
黒
袖
べ
り
 
 

色
は
積
榔
子
く
り
梅
藍
み
る
茶
木
賊
色
、
宝
暦
の
頃
袖
口
い
よ
 
 

く
ふ
と
く
角
袖
に
へ
り
御
納
戸
茶
、
身
は
ゞ
狭
く
ふ
き
女
の
ふ
 
 

き
の
如
し
、
染
色
は
御
納
戸
茶
千
歳
茶
す
、
竹
な
り
、
明
和
の
頃
 
 

よ
り
袖
口
広
く
袷
の
如
し
、
染
は
る
り
紺
こ
ん
ぎ
ゝ
や
う
藍
鼠
花
 
 

色
、
安
永
天
明
の
頃
は
身
は
ゞ
広
く
借
着
し
た
る
が
如
し
、
染
色
 
 

ひ
わ
茶
紫
と
び
な
り
、
 
 
た
ゞ
一
二
を
記
す
、
享
保
頃
小
紋
花
色
の
桜
 
 

小
紋
縞
さ
ま
く
服
の
地
合
等
繁
多
な
れ
 
 

積
榔
子
、
栗
梅
、
藍
み
る
茶
、
木
賊
色
、
 
 

染
色
は
、
黒
、
黒
飛
、
黒
媚
茶
、
き
て
 
 

安
永
天
明
の
初
に
ま
た
流
行
る
、
元
 
 

の
外
織
島
さ
ま
〈
、
大
か
た
此
 
 

⑬ 留】   
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⑬
 矧
矧
、
 
 

り
紺
、
桔
梗
、
藍
鼠
、
花
色
、
 
 

紋
、
お
ふ
ぎ
や
染
、
 
 

小
紋
、
き
て
ん
返
し
、
鵜
の
目
返
し
、
茶
小
紋
、
元
文
の
柿
色
小
 
 

市
松
染
、
 
 

あ
ら
れ
万
字
、
 
 

安
永
、
 
 

海
波
、
麻
の
葉
小
紋
、
鼠
色
小
紋
、
一
つ
ぼ
鹿
の
子
、
古
手
返
し
、
 
 

桜
ぼ
う
ふ
り
、
あ
ら
れ
輪
違
、
き
て
ん
返
し
の
八
丈
縞
、
羽
二
重
 
 

縞
、
八
丈
の
横
縞
、
菊
多
摺
、
郡
内
じ
ま
、
竪
じ
ま
、
横
縞
、
ご
 
 

ば
ん
縞
、
格
子
縞
、
ふ
う
つ
う
織
、
か
す
り
織
、
海
黄
縞
、
備
前
 
 

縞
、
元
文
の
頃
、
菱
郡
内
、
紋
郡
内
、
丹
後
縞
、
ご
ま
が
ら
織
、
 
 

八
丈
竪
縞
、
小
六
じ
ま
、
大
名
縞
、
角
つ
な
ぎ
、
さ
ん
崩
し
、
二
 
 

重
格
子
、
宝
暦
の
頃
、
め
く
ら
縞
、
上
田
縞
、
明
和
の
頃
よ
り
、
 
 

安
永
、
天
明
の
頃
、
八
丈
の
変
り
じ
ま
、
上
田
八
丈
、
袖
八
丈
の
 
 

ま
が
ひ
物
、
享
保
の
頃
は
、
 
 

反
織
も
有
と
い
へ
ど
も
、
 
 

昔
見
し
菊
多
摺
杯
は
小
切
も
見
へ
ず
、
 
 

り
て
も
、
黄
八
丈
無
地
、
 
 

竹
、
宝
暦
の
頃
、
御
納
戸
、
御
納
戸
茶
、
千
歳
茶
、
 
 

昔
に
返
る
、
（
略
）
 
 

紅
の
隠
し
裏
、
額
裏
、
安
永
、
天
明
の
初
、
花
色
、
 
 

ら
、
も
へ
ぎ
う
ら
、
 
 

竪
縞
、
横
縞
、
格
子
縞
、
飛
色
、
黒
手
、
好
に
随
ひ
織
渡
す
、
 
 
 

天
明
の
初
は
、
青
茶
小
紋
と
、
享
保
の
む
か
し
に
返
り
、
 
 

小
紋
は
、
 
 

宝
暦
の
頃
、
通
し
小
紋
、
あ
ら
れ
小
紋
、
入
子
稲
妻
、
 
 

煤
竹
通
し
小
紋
、
南
京
染
、
中
形
の
浅
黄
染
、
青
 
 

花
色
の
桜
ぼ
う
ふ
り
、
あ
ら
れ
小
紋
、
藍
鮫
 
 

上
代
染
。
も
ん
け
ん
染
、
紙
子
染
、
豊
後
絞
、
 
 

小
袖
の
仕
立
、
丈
け
長
か
ら
ず
、
丸
袖
、
袖
 
 

す
み
る
茶
い
ろ
、
元
文
の
頃
、
黒
幕
、
煤
 
 

中
人
以
下
の
着
る
物
に
あ
ら
ず
、
通
有
 
 
 

又
横
縞
計
の
棟
成
り
し
に
、
段
流
行
出
 
 

八
丈
織
甚
払
底
に
て
、
今
の
通
り
八
 
 

安
永
、
天
明
の
申
叫
材
矧
、
青
茶
、
 
 

裏
地
、
浅
黄
う
ら
、
白
う
 
 

も
へ
ぎ
色
の
 
 

段
～
二
一
二
ペ
ー
ジ
下
段
）
 
 
 

h
l
は
初
め
に
時
代
を
追
っ
て
染
色
、
模
様
を
記
述
し
、
そ
の
後
に
仕
 
 

立
て
様
の
変
遷
の
記
述
に
移
る
。
H
l
は
仕
立
て
様
、
染
色
、
模
様
を
ま
 
 

と
め
て
時
代
を
追
っ
て
記
述
す
る
。
そ
れ
故
に
一
瞥
し
た
だ
け
で
は
、
H
 
 

l
が
h
l
の
引
用
で
あ
る
と
は
見
え
に
く
い
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
H
l
は
 
 

h
l
を
組
替
え
た
だ
け
で
あ
る
。
ト
1
の
傍
線
部
分
①
乃
至
⑬
を
こ
の
順
 
 

に
並
べ
れ
替
え
れ
ば
H
l
の
前
半
部
分
と
な
る
。
情
報
提
示
の
順
が
異
な
 
 

る
だ
け
で
、
情
報
量
は
同
じ
で
あ
る
。
H
l
の
「
享
保
に
は
八
丈
は
」
以
 
 

下
は
h
l
の
「
享
保
の
頃
は
…
…
昔
に
返
る
」
と
ほ
ほ
同
文
で
あ
る
。
 
 
 

H
l
の
波
線
部
分
「
男
女
衣
服
流
行
の
染
色
悉
々
く
あ
り
、
今
そ
の
大
 
 

略
を
録
す
」
「
小
紋
縞
さ
ま
く
服
の
地
合
等
繁
多
な
れ
ば
悉
く
挙
が
た
 
 

し
、
た
ゞ
一
二
を
記
す
」
は
『
衣
食
住
の
記
』
の
記
述
に
対
す
る
編
者
の
 
 

コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
 
 
 

同
じ
く
波
線
部
分
「
そ
の
外
織
島
…
…
八
丈
上
田
の
類
な
り
」
は
、
h
 
 

l
の
「
安
永
、
天
明
の
初
め
、
…
…
袖
八
丈
の
ま
が
ひ
物
」
の
部
分
の
要
 
 

約
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

H
l
の
「
さ
ら
さ
染
、
明
和
の
頃
古
手
が
へ
し
鹿
子
」
の
「
さ
ら
さ
染
」
 
 

と
縫
立
、
袖
へ
り
は
墨
す
み
る
茶
、
行
短
く
、
 
 

袖
へ
り
御
納
戸
茶
、
身
幅
狭
く
ふ
き
、
 
 

け
長
く
、
袖
少
し
大
き
く
、
御
服
袖
口
と
て
、
 
 

く
、
行
長
く
、
黒
袖
べ
り
、
（
宝
 
 

和
の
頃
よ
り
袖
口
広
く
、
 
 

口
に
、
こ
よ
り
、
張
金
を
入
て
、
芥
子
く
、
り
、
 
 

頃
、
 
 
身
幅
広
く
、
借
り
着
し
た
る
が
如
し
、
（
二
一
 
 

薄
く
、
⑨
矧
叫
矧
い
、
 
 

暦
の
頃
、
弥
太
く
、
角
袖
に
、
 
 

女
の
ふ
き
の
如
し
、
 
 

針
数
少
く
、
太
 
 

元
文
の
頃
、
丈
 
 

安
永
、
天
明
の
 
 

袖
口
（
し
や
ん
 
 

一
ペ
ー
ジ
下
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は
h
l
に
見
当
た
ら
な
い
。
「
明
和
の
頃
古
手
が
へ
し
鹿
子
」
は
h
l
の
「
宝
 
 

暦
頃
、
…
…
一
つ
ぼ
鹿
の
子
、
古
手
返
し
」
と
あ
る
の
に
該
当
す
る
。
H
 
 

l
は
「
明
和
の
頃
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
h
l
は
「
宝
暦
頃
は
」
と
あ
っ
 
 

て
一
改
し
な
い
が
、
続
い
て
「
安
永
、
天
明
の
初
は
」
と
あ
る
の
で
、
こ
 
 

の
「
宝
暦
頃
」
は
安
永
、
天
明
の
直
前
で
あ
り
宝
暦
の
直
後
で
あ
る
明
和
 
 

も
含
む
と
考
え
ら
れ
、
内
容
上
は
ほ
ぼ
見
合
っ
て
い
る
。
 
 

h
2
 
稀
祥
は
、
元
文
の
頃
、
樺
色
、
す
み
る
茶
、
浅
黄
の
類
に
て
、
小
 
 

H
2
 
「
同
記
」
に
橋
拝
も
色
々
な
り
し
 
〔
割
註
〕
按
に
橋
は
短
衣
、
祥
 
 

は
近
身
衣
と
字
書
に
あ
れ
ば
、
こ
の
服
に
当
り
た
る
名
な
れ
ど
も
 
 

出
処
未
考
へ
ず
「
竜
頭
公
案
」
九
剥
去
編
杉
見
両
乳
下
垂
と
あ
り
、
 
 

編
杉
は
じ
ゆ
ば
ん
な
る
べ
し
。
」
元
文
こ
ろ
樺
あ
さ
ぎ
の
小
手
袖
 
 

な
り
し
が
、
宝
暦
に
は
花
色
中
形
染
本
袖
或
は
広
袖
、
明
和
に
は
 
 

五
分
長
と
て
袖
口
の
外
へ
出
る
あ
り
、
又
安
永
こ
ろ
胴
着
と
号
し
 
 

ア
イ
キ
 
 

緋
羅
紗
狸
々
排
す
た
め
ん
に
て
襟
袖
な
し
の
間
着
あ
り
、
又
帯
は
 
 

元
文
こ
ろ
丹
後
琉
拍
昼
夜
織
、
宝
暦
に
は
黒
こ
は
く
縞
真
田
云
々
、
 
 

（
巻
二
 
（
服
飾
）
別
巻
7
 
二
五
九
ペ
ー
ジ
）
 
 

緋
羅
紗
、
狸
々
緋
、
す
た
め
ん
に
、
襟
袖
な
し
の
胴
着
也
、
帯
 
 

刺
、
縞
じ
ゆ
す
、
純
子
、
は
か
た
織
、
も
ん
け
ん
り
ん
ず
、
し
ゆ
 
 

ち
ん
、
七
子
織
、
黒
飛
さ
や
、
紬
じ
ま
、
元
文
の
頃
、
丹
後
琉
拍
、
 
 

袖
、
広
袖
、
明
和
の
頃
、
五
分
長
と
て
袖
口
の
外
へ
出
る
、
安
永
 
 

手
袖
成
り
し
が
、
宝
暦
の
頃
、
茶
色
、
は
な
色
の
中
形
染
、
本
 
 
 

昼
夜
織
、
宝
暦
の
頃
、
黒
琉
泊
、
縞
糸
真
田
、
縞
縮
緬
、
上
田
の
 
 

の
頃
、
浅
黄
縮
緬
、
縞
縮
緬
、
ひ
わ
茶
色
、
同
頃
、
胴
着
と
号
し
、
 
 

h
4
 
 

H
4
 
又
云
、
安
永
天
明
衣
服
の
紋
処
太
く
二
寸
三
寸
に
変
る
、
其
頃
は
 
 

や
り
物
に
よ
せ
て
「
三
寸
紋
五
寸
模
様
に
日
傘
こ
は
だ
の
詐
に
花
 
 

が
三
文
と
あ
り
、
（
巻
二
上
（
服
飾
）
）
別
巻
7
 
二
五
九
ペ
ー
ジ
）
 
 

h
3
 
 

H
3
 
天
明
こ
ろ
緋
は
か
た
世
に
腹
切
帯
と
称
す
、
ひ
ど
ん
す
紫
と
び
 
 

は
ゞ
は
二
寸
五
分
な
り
、
元
文
こ
ろ
に
は
四
寸
五
分
よ
り
段
々
広
 
 

く
、
又
宝
暦
よ
り
狭
く
な
り
安
永
初
め
に
は
丸
ぐ
け
帯
の
如
し
、
 
 

天
明
に
至
て
元
文
に
か
へ
り
広
く
な
る
。
（
巻
二
上
 
（
服
飾
）
 
別
 
 

巻
7
 
二
五
九
ペ
ー
ジ
）
 
 
 

変
り
縞
、
八
丈
縞
、
（
二
一
二
ペ
ー
ジ
上
段
・
下
段
）
 
 
 

H
2
の
波
線
部
分
「
（
橋
拝
も
）
色
々
な
り
し
」
は
 
『
衣
食
住
の
記
』
 
 

に
対
す
る
編
者
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
h
2
の
傍
線
部
分
を
つ
な
げ
ば
ほ
 
 

ぼ
H
2
に
一
致
す
る
。
 
 

く
、
天
明
の
頃
、
元
文
に
返
り
、
広
く
成
る
、
（
ニ
ー
二
ペ
ー
ジ
 
 

下
段
）
 
 

ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
 
 

安
永
の
末
、
天
明
の
頃
、
自
薄
柿
に
返
る
、
衣
服
の
紋
所
大
き
く
、
 
 

三
寸
紋
五
寸
模
様
に
日
傘
こ
は
だ
の
鮮
に
花
が
三
文
（
二
一
五
 
 

ペ
ー
ジ
上
段
）
 
 
 

く
、
宝
暦
の
頃
よ
り
幅
せ
ま
く
、
安
永
の
初
は
、
丸
ぐ
け
帯
の
如
 
 

二
寸
三
寸
に
変
り
、
其
頃
の
流
行
物
を
寄
て
、
 
 

飛
、
同
幅
は
二
三
寸
也
、
元
文
の
頃
、
四
寸
五
寸
よ
り
段
々
広
 
 

天
明
の
頃
、
緋
は
か
た
、
世
に
腹
切
帯
と
称
す
、
緋
純
子
、
紫
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Ⅰ  
T
．
J
 
l
 
 

段
）
 
 
 

紐
の
種
類
や
長
さ
を
話
題
に
し
て
い
る
i
の
う
ち
、
長
さ
に
か
か
わ
る
 
 

記
述
を
抜
き
出
し
、
「
元
文
の
頃
、
長
紐
、
足
の
爪
先
届
く
べ
し
」
を
末
 
 

尾
に
置
き
換
え
る
と
Ⅰ
と
な
る
。
 
 

H
4
に
「
白
薄
柿
に
返
る
」
が
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
 
 

「
衣
食
住
記
」
に
享
保
頃
二
尺
二
三
寸
、
元
文
に
は
段
々
長
く
な
 
 

り
二
尺
五
六
寸
三
尺
に
余
る
、
明
和
の
頃
短
く
享
保
に
か
へ
る
、
 
 

安
永
の
末
天
明
に
又
丈
長
く
身
巾
ひ
ろ
し
、
元
文
頃
紐
足
の
爪
先
 
 

へ
届
く
云
々
 
（
巻
二
上
（
服
飾
）
別
巻
7
 
二
六
〇
ペ
ー
ジ
）
 
 

紐
は
、
平
紐
、
細
紐
、
黒
紫
花
色
の
牡
丹
掛
、
 
 

び
ろ
う
ど
の
と
ら
ふ
平
打
紐
、
天
明
の
頃
、
 
 

足
の
爪
先
届
く
べ
し
、
宝
暦
の
頃
、
し
や
か
頭
、
明
和
、
安
永
の
 
 
 

頃
に
返
り
、
丈
長
く
、
身
幅
広
し
、
（
二
一
 
 

尺
二
三
寸
、
元
文
の
頃
よ
り
、
段
々
長
く
、
 
 

「
衣
食
住
の
記
」
染
に
も
上
京
物
下
京
物
は
殊
の
外
い
や
し
め
た
 
 

り
、
元
文
こ
ろ
花
色
に
白
あ
が
り
細
も
や
う
の
縫
入
墨
絵
、
其
後
 
 

縞
類
に
金
糸
紋
、
其
後
大
名
嶋
市
松
小
六
染
、
丹
後
か
す
り
縞
二
 
 

重
格
子
赤
小
豆
縞
、
宝
暦
の
こ
ろ
裾
も
や
う
八
寸
も
や
う
五
寸
も
 
 

や
う
、
文
字
入
の
絞
り
染
云
々
、
（
巻
二
上
 
（
服
飾
）
 
別
巻
7
 
 

二
六
九
ペ
ー
ジ
）
 
 

に
余
る
、
明
和
の
頃
短
く
、
享
保
に
返
る
、
 
 
 

染
に
も
、
上
京
物
、
下
京
物
と
て
、
下
京
物
は
殊
の
外
い
や
し
 
 

安
永
の
末
、
天
明
の
 
 

四
ペ
ー
ジ
上
段
・
下
 
 

元
文
の
頃
、
長
紐
、
 
 
 

二
尺
五
六
寸
、
三
尺
 
 

細
打
紐
、
仕
立
ゴ
 
 
T
－
J
2
 
 

・
－
J
2
 
 

模
様
、
五
寸
模
様
、
文
字
入
の
絞
り
染
、
一
つ
ぶ
鹿
の
子
、
麻
の
 
 
 

葉
の
浅
黄
鹿
の
子
、
忍
ぶ
摺
、
更
紗
染
、
（
二
一
五
ペ
ー
ジ
下
段
）
 
 

j
l
の
傍
線
部
を
つ
な
げ
ば
1
1
と
な
る
。
 
 

め
、
元
文
の
頃
、
花
色
に
白
上
り
、
相
模
様
の
縫
入
墨
絵
、
其
後
 
 

縞
類
流
行
出
、
縞
に
縫
紋
、
羽
二
重
縞
、
海
黄
縞
、
亀
綾
縞
、
丹
 
 

後
縞
、
金
糸
紋
、
其
後
、
大
名
縞
、
市
松
染
、
小
六
染
、
丹
後
か
 
 

す
り
じ
ま
、
二
重
格
子
、
赤
豆
縞
、
宝
暦
の
頃
、
裾
模
様
、
八
寸
 
 

明
和
の
初
ろ
か
う
茶
上
田
八
丈
変
り
島
、
安
永
の
こ
ろ
よ
り
縞
ち
 
 

り
め
ん
ひ
が
の
こ
、
八
丈
の
ま
が
ひ
縞
ひ
は
茶
、
天
明
ご
ろ
紫
と
 
 

び
裏
地
は
紅
う
ら
、
軽
き
者
甚
三
紅
と
て
色
あ
し
き
な
が
ら
も
赤
 
 

き
を
裏
の
第
一
に
用
ひ
し
に
、
元
文
の
末
よ
り
隠
し
裏
と
て
紅
う
 
 

ら
据
通
り
を
外
の
色
に
て
つ
ぎ
し
が
、
後
に
は
裾
通
り
を
松
■
皮
立
 
 

浪
青
海
波
の
類
を
浅
き
御
納
戸
茶
に
染
分
た
る
が
宝
暦
の
頃
専
ら
 
 

な
り
し
、
明
和
こ
ろ
よ
り
紫
う
ら
は
や
り
、
安
永
天
明
に
至
り
て
 
 

は
裏
も
や
う
小
紋
む
く
専
ら
な
り
（
巻
二
上
 
（
服
飾
）
 
別
巻
7
 
 

二
六
九
二
一
七
〇
ペ
ー
ジ
）
 
 

縞
縮
緬
、
緋
鹿
の
子
、
八
丈
ま
が
ひ
、
縞
ひ
わ
茶
、
天
明
の
頃
、
 
 

明
和
の
初
、
路
考
茶
、
上
田
八
丈
、
変
り
縞
、
安
永
の
頃
よ
り
、
 
 
 

紫
飛
、
同
裏
地
、
紅
う
ら
、
軽
き
者
は
甚
三
紅
と
て
、
色
悪
敷
な
 
 

裾
通
り
を
、
桧
皮
、
立
皮
、
青
海
彼
の
類
を
、
浅
黄
、
御
納
戸
茶
 
 
 

が
ら
も
、
赤
き
を
裏
の
第
一
に
用
ひ
し
に
、
元
文
の
末
よ
り
、
隠
 
 

し
裏
と
て
、
紅
う
ら
に
裾
通
り
を
外
の
色
に
て
継
し
が
、
後
に
は
 
 

に
染
わ
け
、
宝
暦
の
頃
専
ら
成
り
し
が
、
明
和
の
頃
よ
り
、
紫
裏
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流
行
出
、
安
永
、
天
明
の
頃
、
裏
模
様
、
小
紋
む
く
専
ら
也
、
（
二
 
 
 

一
五
ペ
ー
ジ
下
段
）
 
 

ほ
ぼ
一
改
す
る
。
 
 

付
ね
ば
出
来
ず
、
然
る
に
、
其
頃
金
竜
山
の
茶
屋
に
て
、
五
匁
料
 
 

行
掛
り
に
茶
屋
へ
料
理
な
ど
申
付
て
も
、
中
々
出
来
せ
ず
、
一
人
 
 

前
、
二
汁
五
菜
、
拾
匁
、
廿
匁
に
て
仕
出
す
、
茶
屋
、
塩
町
、
両
国
、
 
 

浅
草
な
ど
に
一
二
軒
有
と
い
へ
ど
も
、
前
日
か
当
日
の
朝
早
く
申
 
 

理
と
い
へ
る
を
仕
出
し
、
行
掛
に
申
付
れ
ば
、
二
汁
五
菜
を
仕
出
 
 

を
出
し
食
事
せ
ん
事
、
思
ひ
も
寄
ら
ず
、
煎
茶
も
な
く
、
殊
に
、
 
 

享
保
の
半
頃
迄
、
浅
草
観
音
へ
丸
之
内
よ
り
出
る
其
途
に
て
、
価
 
 
 

夜
す
し
く
さ
く
筆
に
及
ば
ず
と
云
り
。
」
 
（
巻
十
上
 
（
飲
食
）
別
 
 

巻
1
〇
 
六
〇
ペ
ー
ジ
）
 
 

「
衣
食
住
の
記
」
に
、
享
保
半
頃
迄
途
中
に
て
価
を
出
し
食
事
せ
 
 

む
事
思
ひ
も
よ
ら
ず
、
煎
茶
も
な
く
殊
に
行
掛
り
に
茶
屋
へ
料
理
 
 

い
ひ
付
て
も
中
々
出
来
せ
ず
、
其
頃
金
竜
山
の
茶
屋
に
て
五
匁
料
 
 

理
仕
出
し
、
行
が
、
り
に
二
汁
五
菜
を
出
す
、
人
々
好
み
に
随
ひ
 
 

こ
と
の
外
は
や
る
。
其
後
両
国
橋
の
詰
の
茶
屋
深
川
洲
崎
芝
神
明
 
 

前
な
ど
に
料
理
茶
や
出
来
、
堺
町
に
て
一
人
前
百
勝
と
い
ふ
も
の
 
 

出
き
て
よ
り
是
又
所
々
に
出
た
り
、
湯
島
祇
園
豆
ふ
女
川
莱
飯
居
 
 

酒
や
の
大
田
楽
湯
豆
腐
始
る
、
宝
暦
の
始
よ
り
吸
も
の
小
付
飯
大
 
 

平
し
っ
ぽ
く
の
う
ま
み
金
竜
山
の
料
理
は
跡
な
く
、
夫
よ
り
宮
地
 
 

端
々
お
び
た
ゞ
し
く
わ
け
て
明
和
の
こ
ろ
よ
り
辻
々
に
軒
を
併
ぶ
 
 

〔
割
註
〕
安
永
の
頃
よ
り
辻
売
の
油
あ
げ
焼
肴
餅
菓
子
唐
菓
子
一
 
 

肴
、
も
ち
菓
子
、
唐
子
、
一
夜
ず
し
、
不
及
筆
、
（
二
一
六
ペ
ー
 
 

ジ
下
段
）
 
 
 

k
の
傍
線
部
を
つ
な
げ
ば
K
と
ほ
ぼ
同
文
と
な
る
。
K
の
 
〔
割
註
〕
部
 
 

分
も
k
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
 
 

L
l
 
O
「
衣
食
住
記
」
に
享
保
の
頃
温
鈍
蕎
麦
切
菓
子
屋
へ
挑
へ
船
切
 
 

に
し
て
と
り
よ
せ
た
り
、
其
後
麹
町
へ
う
た
ん
や
な
ど
い
ふ
け
ん
 
 

と
ん
や
出
来
、
蕎
麦
切
ゆ
で
ゝ
紅
が
ら
塗
の
桶
に
入
汁
を
徳
利
に
 
 

入
て
添
来
る
、
其
後
享
保
半
頃
神
田
辺
に
て
二
八
即
座
け
ん
と
ん
 
 

と
い
ふ
看
板
を
出
す
〔
割
註
〕
か
、
れ
ば
そ
ば
を
も
う
ど
ん
桶
に
 
 

入
た
り
、
二
八
そ
ば
と
い
ふ
こ
と
此
時
始
な
る
べ
し
。
」
 
（
巻
十
上
 
 

（
飲
食
）
 
別
巻
1
〇
 
六
七
ペ
ー
ジ
）
 
 

調
法
せ
し
に
、
其
後
享
保
の
半
頃
、
神
田
辺
に
て
、
二
八
即
座
け
 
 
 

出
来
、
蕎
麦
切
ゆ
で
、
、
べ
ん
が
ら
塗
の
桶
に
入
、
露
を
徳
利
に
 
 
 

享
保
の
頃
、
う
ん
ど
ん
、
蕎
麦
切
、
菓
子
屋
へ
挑
へ
、
船
切
に
し
 
 

入
て
持
来
る
、
価
は
五
分
一
匁
よ
り
段
々
望
に
ま
か
せ
、
是
さ
へ
 
 

て
取
寄
、
其
後
、
椛
町
ひ
う
た
ん
屋
杯
い
ふ
舟
切
の
け
ん
ど
ん
屋
 
 

女
川
莱
飯
、
居
酒
屋
の
大
田
楽
、
湯
豆
腐
等
初
り
て
、
宝
暦
の
初
 
 

頃
よ
り
、
辻
々
に
軒
を
並
ぶ
る
、
安
永
の
頃
、
辻
売
油
あ
げ
、
焼
 
 

頃
よ
り
、
吸
物
に
附
飯
、
大
平
、
し
つ
ぼ
く
の
う
ま
み
、
金
竜
山
 
 

す
、
人
々
の
好
に
随
ひ
、
殊
の
外
流
行
、
其
後
、
両
国
橋
詰
の
茶
 
 

屋
、
深
川
洲
崎
、
芝
神
明
前
杯
に
料
理
茶
屋
出
来
、
堺
町
に
て
、
 
 

の
料
理
は
跡
形
な
く
、
夫
よ
り
宮
地
端
た
移
敷
、
わ
け
て
明
和
の
 
 

一
人
百
勝
と
い
ふ
よ
り
、
所
々
に
出
来
、
湯
島
の
祇
園
ど
う
ふ
、
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宝
暦
の
頃
、
風
鈴
蕎
麦
切
品
々
出
る
、
（
二
一
七
ペ
ー
ジ
下
段
）
 
 
 

L
2
の
「
と
あ
れ
ば
」
の
前
ま
で
が
引
用
と
み
る
べ
き
で
、
以
下
は
編
 
 

者
の
言
で
あ
る
。
 
 

N  1
2
 
 

ん
ど
ん
、
と
言
か
ん
板
を
出
す
、
（
二
一
七
ペ
ー
ジ
下
段
）
 
 
 

「
価
は
…
…
調
法
せ
し
に
」
の
省
略
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
 
 

L
2
 
又
云
、
夜
鷹
そ
ば
切
、
其
後
手
打
そ
ば
切
、
大
平
盛
、
宝
暦
の
頃
 
 

m
 
 
芝
神
明
祭
礼
に
は
、
醒
、
節
の
名
物
に
て
、
大
祭
礼
の
外
は
、
常
 
 

一
の
名
物
に
成
る
、
（
二
一
七
ペ
ー
ジ
下
段
二
一
一
人
ペ
ー
ジ
上
 
 

段
）
 
 

ほ
ぼ
一
致
す
る
。
 
 

社
前
に
犬
多
く
有
て
御
服
の
餅
と
て
挽
も
の
に
て
掃
へ
、
ひ
つ
形
 
 

「
衣
食
住
の
記
」
芝
の
神
明
祭
礼
に
は
鰹
節
の
名
物
に
て
、
右
祭
 
 

礼
の
外
は
常
に
鮮
あ
ま
酒
の
店
売
は
な
か
り
し
に
、
芝
辺
に
て
醒
 
 

を
売
は
し
め
鮮
を
売
出
し
、
近
年
お
ま
ん
ず
し
、
わ
け
て
夜
の
に
 
 

し
き
、
酢
酸
は
三
国
一
の
名
物
に
な
る
 
（
巻
十
上
 
（
飲
食
）
別
巻
 
 

1
〇
 
八
〇
ペ
ー
ジ
）
 
 

殊
な
り
と
み
ゆ
。
（
巻
十
上
 
（
飲
食
）
別
巻
1
〇
 
六
七
ペ
ー
ジ
）
 
 

風
鈴
蕎
麦
切
品
々
出
る
と
あ
れ
ば
、
風
鈴
そ
ば
と
夜
鷹
蕎
麦
と
は
 
 

を
売
出
し
、
近
年
、
お
万
鮮
、
わ
け
て
夜
の
錦
雛
、
性
は
、
三
国
 
 

元
文
の
頃
よ
り
夜
鷹
蕎
麦
切
、
其
後
手
打
蕎
麦
切
、
大
平
盛
り
、
 
 

に
、
鮮
、
醒
の
店
売
は
な
か
り
し
に
、
芝
辺
に
て
醒
を
売
初
、
鮮
 
 
 

「
衣
食
住
記
」
む
か
し
に
替
ら
ぬ
は
目
黒
の
薬
餌
三
宮
飴
云
々
、
 
 

括
ら
れ
し
よ
り
、
御
腹
の
餅
跡
形
も
な
し
、
（
二
一
七
ペ
ー
ジ
上
 
 

役
・
下
段
）
 
 
 

n
の
 
「
目
黒
不
動
尊
は
、
日
本
武
尊
東
夷
征
伐
の
御
形
を
祭
り
し
と
か
 
 

や
」
は
当
面
の
話
題
「
飲
食
」
に
無
関
係
な
の
で
、
N
で
は
「
云
々
」
と
 
 

省
略
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
「
尊
前
」
を
「
社
前
」
に
変
え
て
も
い
る
。
 
 

N
の
「
ひ
つ
形
」
は
「
い
び
つ
形
」
の
誤
読
か
誤
写
で
あ
ろ
う
。
「
と
い
 
 

ひ
し
は
」
の
前
ま
で
が
引
用
で
あ
る
。
 
 

0
 
 

n
 
 

0
 
 

し
ょ
り
御
服
の
餅
跡
か
た
も
な
し
、
と
い
ひ
し
は
宝
暦
の
頃
な
る
 
 

ヽ
き
ノ
 
 

ベ
し
。
（
巻
十
上
（
飲
食
）
別
巻
1
〇
一
一
三
ニ
ー
四
ペ
ー
ジ
）
 
 

犬
に
給
さ
せ
る
事
に
て
有
し
が
、
御
鷹
野
へ
障
り
と
て
、
犬
を
狩
 
 

有
て
、
御
腹
の
餅
と
て
、
挽
物
に
て
掃
へ
、
少
し
い
び
つ
形
に
し
 
 

煎
茶
も
、
宇
治
、
し
が
ら
き
の
名
茶
は
、
下
ざ
ま
の
呑
事
な
ら
ざ
 
 
 

「
衣
食
住
の
記
」
に
、
せ
む
茶
も
宇
治
信
楽
の
名
茶
は
下
さ
ま
の
 
 

欽
こ
と
な
ら
ざ
り
し
に
、
小
袋
の
安
売
出
一
服
一
銭
と
い
ふ
茶
店
 
 

出
し
よ
り
、
辻
売
の
名
茶
明
和
の
こ
ろ
よ
り
通
り
町
を
始
め
所
々
 
 

む
か
し
に
不
替
は
、
目
黒
の
粟
餅
、
三
宮
飴
、
目
黒
不
動
尊
は
、
 
 

り
し
に
、
小
袋
の
安
売
出
、
一
服
一
銭
と
い
ふ
茶
店
出
し
よ
り
、
 
 
 

の
曲
物
の
器
に
入
、
女
乞
食
売
て
参
詣
の
貴
賎
必
求
め
て
犬
に
給
 
 

さ
せ
け
る
事
に
て
有
し
が
、
御
鷹
野
の
障
り
と
て
犬
を
狩
捨
ら
れ
 
 

日
本
武
尊
東
夷
征
伐
の
御
形
を
祭
り
し
と
か
や
、
尊
前
に
犬
多
く
 
 

に
腰
か
け
茶
屋
多
く
な
れ
り
（
巻
十
上
 
（
茶
）
別
巻
1
〇
一
七
〇
 
 

ペ
ー
ジ
）
 
 

て
、
曲
物
の
器
物
に
入
、
女
乞
食
充
て
、
参
詣
の
貴
賎
必
求
て
、
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辻
売
の
名
茶
、
明
和
の
頃
よ
り
、
通
町
を
始
、
所
々
に
腰
掛
茶
や
 
 

風
流
、
宇
治
、
し
が
ら
き
の
匂
ひ
ふ
ん
ぷ
ん
た
り
、
（
二
一
人
ペ
ー
 
 

ジ
上
段
）
 
 
 

文
末
表
現
が
異
な
る
が
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
 
 

四
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
『
嬉
遊
笑
覧
』
引
用
の
 
『
衣
食
住
の
記
』
は
、
『
反
古
 
 

染
』
を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
一
部
省
略
し
た
り
文
を
並
べ
替
え
た
り
し
 
 

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
加
工
の
程
度
で
分
類
す
る
と
以
下
 
 

の
よ
う
に
な
る
。
 
 

省
略
と
並
べ
替
え
‥
H
l
・
Ⅰ
 
 
 

ま
た
、
前
節
で
み
ら
れ
た
両
者
の
食
い
違
い
の
い
く
つ
か
は
、
自
筆
本
 
 

の
『
嬉
遊
笑
覧
』
を
対
象
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
訂
正
で
き
る
。
な
お
、
 
 

自
筆
本
は
『
嬉
遊
笑
覧
（
一
）
』
 
（
岩
波
書
店
 
二
〇
〇
二
年
四
月
）
 
に
よ
 
 

る
。
 
 

D
2
 
下
等
の
も
の
ゝ
き
る
物
に
な
り
し
…
…
踏
込
に
括
る
紐
を
付
置
 
 

（
『
日
本
随
筆
大
成
』
本
）
 
 

ほ
ぼ
同
文
 
 

一
部
の
省
略
 
 

下
輩
の
者
の
着
る
物
に
成
り
し
、
…
…
踏
込
に
結
り
紐
を
付
置
 
 

（
『
反
古
染
』
）
 
 

下
輩
の
も
の
、
き
る
物
に
な
り
し
。
…
…
踏
込
に
括
り
紐
を
付
置
 
 

（
自
筆
本
 
二
三
四
ペ
ー
ジ
）
 
 

‥
B
・
C
・
D
l
・
D
2
・
F
・
G
・
H
3
・
H
4
・
 
 

J
2
・
L
2
・
M
・
0
 
 

K
・
L
l
・
N
 
 

‥
A
・
E
・
H
2
・
－
一
1
・
 
 

二
九
〇
ペ
ー
ジ
）
 
 

明
和
の
頃
よ
り
袖
口
広
く
、
習
、
袷
の
如
し
（
『
反
古
染
』
）
 
 
 

上
に
み
る
よ
う
に
、
自
筆
本
は
『
反
古
染
』
を
よ
り
忠
実
に
引
用
し
て
 
 

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
自
筆
本
よ
り
後
の
誤
写
、
誤
植
等
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

以
上
か
ら
『
衣
食
住
の
記
』
は
実
質
的
に
『
反
古
染
』
と
同
一
書
で
あ
 
 

る
と
指
摘
で
き
る
。
内
容
が
一
敦
し
て
も
、
『
衣
食
住
の
記
』
は
『
反
古
染
』
 
 

を
広
く
引
用
し
た
別
の
書
で
あ
る
、
あ
る
い
は
其
の
逆
で
あ
る
、
ま
た
は
 
 

両
書
と
も
に
他
の
書
物
を
焼
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
可
能
性
も
 
 

ゼ
ロ
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
そ
の
成
立
す
る
蓋
然
性
は
低
い
だ
ろ
う
。
 
 
 

そ
れ
は
作
者
の
点
で
一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
い
え
る
。
喜
多
村
筍
庭
は
 
 

『
衣
食
住
の
記
』
の
作
者
に
つ
い
て
「
天
明
の
今
六
十
余
歳
と
あ
り
」
（
A
）
、
 
 

「
享
保
初
よ
り
天
明
に
至
る
六
十
余
歳
の
人
の
記
な
り
」
 
（
H
l
）
 
と
記
 
 

し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
反
古
染
』
 
の
自
序
の
次
の
箇
所
か
ら
の
引
用
で
あ
 
 

る
。
 
 予
、
享
保
の
初
生
れ
、
天
明
の
今
、
六
拾
有
余
歳
、
過
来
し
昔
を
 
 

思
へ
ば
、
扱
も
夢
也
、
現
也
、
（
二
一
一
ペ
ー
ジ
上
段
）
 
 
 

書
名
の
不
一
致
を
考
え
て
み
た
い
。
『
反
古
染
』
 
の
諸
写
本
は
未
だ
実
 
 

見
し
て
い
な
い
が
、
『
国
書
総
目
録
』
『
古
典
籍
稔
合
目
録
』
を
見
る
限
り
、
 
 

H
l
 
 

E
 
 
 

黒
丹
後
等
な
り
（
『
日
本
随
筆
大
成
』
本
）
 
 

黒
丹
後
執
ら
l
也
（
自
筆
本
 
二
四
〇
ペ
ー
ジ
）
 
 

黒
丹
後
割
引
也
（
『
反
古
染
』
）
 
 

明
和
の
頃
よ
り
袖
口
広
く
袷
の
如
し
 
（
『
日
本
随
筆
大
成
』
本
）
 
 

明
和
の
こ
ろ
よ
り
、
袖
口
広
く
習
袷
の
ご
と
し
。
（
自
筆
本
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「
衣
食
住
の
記
」
と
い
う
異
名
は
な
い
。
し
か
し
、
内
容
は
正
し
く
、
衣
・
 
 

食
・
住
の
変
遷
を
こ
の
順
序
で
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
自
序
に
次
 
 

の
よ
う
に
あ
り
、
「
衣
食
住
の
記
」
と
い
う
題
目
で
あ
っ
て
も
う
な
ず
け
る
。
 
 

五
十
年
来
の
変
化
を
つ
ら
i
と
案
る
に
、
わ
け
て
衣
食
住
の
三
 
 

ツ
、
治
れ
る
御
代
の
豊
さ
に
、
綾
羅
錦
繍
を
、
卑
と
な
く
貴
と
な
 
 

く
身
に
ま
と
ひ
、
口
に
百
肴
の
厚
味
、
市
店
を
並
べ
、
家
居
の
結
 
 

構
、
物
数
寄
の
住
居
、
隠
れ
家
の
風
流
、
筆
に
尽
す
べ
か
ら
ず
、
（
二
 
 

一
一
ペ
ー
ジ
上
段
）
 
 

一
方
『
反
古
染
』
と
名
付
け
た
由
来
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
 
 

む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
が
内
容
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
 
 

秋
の
頃
、
ひ
と
り
丸
屋
に
灯
を
か
ゝ
げ
て
、
徒
然
と
硯
に
向
ひ
て
、
 
 

手
習
す
さ
び
し
折
り
か
ら
、
む
か
し
の
染
も
の
、
又
は
今
の
染
衣
、
 
 

そ
れ
i
は
巻
染
、
こ
れ
〈
は
鹿
子
な
ど
い
ひ
け
る
く
さ
く
 
 

の
染
物
、
今
や
う
は
昔
に
替
り
し
名
目
な
れ
ば
、
其
名
を
昔
に
か
 
 

へ
し
て
、
反
古
染
と
題
号
し
て
、
染
色
の
く
さ
く
を
書
す
さ
び
 
 

侍
る
、
（
二
一
九
ペ
ー
ジ
上
段
）
 
 
 

な
お
、
『
続
燕
石
十
種
』
本
に
は
宝
暦
三
年
写
の
識
語
が
あ
り
、
『
国
書
 
 

総
目
録
』
 
に
も
宝
暦
三
年
写
本
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
中
に
「
天
 
 

明
の
今
」
と
あ
る
善
が
、
天
明
を
二
、
三
十
年
遡
る
宝
暦
に
書
写
さ
れ
た
 
 

と
は
S
F
的
で
あ
る
。
『
反
古
染
』
の
書
誌
に
は
何
ら
か
の
混
乱
が
あ
る
。
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